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自己紹介 2

博士(理学)・弁護士・認定プリンシパルURA

2003年、東京大学理学部化学科博士課程修了後  (学部・修士 分析化学梅澤研、博士 塩谷研)

研究者として産業技術総合研究所に入所  (バイオセンサー開発・プロジェクトマネジメント等)

慶應義塾大学法科大学院修了後、弁護士登録

知財系法律事務所を経て、2014年7月、東京大学に入職
2014年7月 本部リサーチ・アドミニストレーター推進室 シニアURA
2016年4月 産学協創推進本部イノベーション推進部
2018年1月 医学系研究科利益相反アドバイザリー室長 (現職)
2021年1月 東京大学認定シニアURA
2022年11月 東京大学認定プリンシパルURA

法務実務・研究対象（主なもの）
産学連携・産学連携リスクマネジメント(特に利益相反管理)、

組織ガバナンス、研究インテグリティ、研究倫理・研究者倫理、コンプライアンス
最近は、オープンサイエンス、研究データ利活用の分野でも活動中。

Researchmap https://researchmap.jp/read0120781
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概要

1. 東京大学の取り組み

2. 現場目線の研究インテグリティ対応
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1. 東京大学の取り組み
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研究インテグリティの確保に関する制度

令和5年4月 研究インテグリティの確保に関する制度導入

「国立大学法人東京大学における研究インテグリティの確保に関する規則」の制定
（令和5年3月23日 役員会議決 東大規則第97号）

１．趣旨
研究活動の国際化、オープン化に伴う研究インテグリティを確保するために必要な事項を定め、国

際的に信頼性のある研究環境を構築する。

（１）研究者の実施事項

大学に必要な情報を適切に申告（申告は大学が定める様式を使用）

  研究者等は、リスク懸念等がある場合、本部の相談窓口に相談（随時）

        （２）大学の実施事項

必要な情報の報告を受け、当該情報に基づき適切にリスクマネジメント

本部に相談窓口を設置。

２．管理体制等の整備
    （１）最高管理責任者（総長）－総括管理責任者（理事）－部局責任者（部局長）
    （２）研究インテグリティ総括会議－研究インテグリティ総括室

（３）相談窓口（本部研究倫理推進課）
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東京大学の研究インテグリティの確保に関する体制図①

最高管理責任者 （総長）

総括管理責任者 （理事）

部局責任者（部局長）

研 究 者

・申告書の確認

関係情報の申告書提出
関係情報：経歴、兼業、称号、
外部資金（共同研究・受託研究等）、
学外報酬その他

本部相談窓口
（研究倫理推進課）

リスク懸念の
相談等・回答

リスク懸念の
相談等・回答

研究インテグリティ総括会議

各種委員会等 連携

s

各種制度の相談窓口

【競争的研究費】
本部研究資金戦略課

【兼業】
本部労務・勤務環境課

【利益相反、
共同・受託研究等契約】
本部産学連携法務課

【寄附金】 本部渉外課

【安全保障輸出管理】
安全保障輸出管理支援室

【学生】
本部学務課ほか

など

※ 専門的事項の調査・審議、研究インテグリティ
総括会議の運営に関する必要事項を担当

研究インテグリティ総括室

情報共有、対応検討

連携

各種
制度の
相談、

回答

・申告書の
提出

・確認結果

・（必要に応じ）
研究者への要請
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東京大学の研究インテグリティの確保に関する体制図② 7

部局責任者（部局長）

研 究 者

研究インテグリティ総括会議

研究インテグリティ総括室

安全保障
輸出管理
関係

利益相反
マネジメ
ント関係

秘密情報
管理関係

外部資金・
契約関係

兼業
関係

・ ・

リスク懸念の相談等の流れ

【リスクの事例】
・意図せず利益相反・
責務相反に陥るリスク
・技術流出・情報流出
のリスク
・連携等による社会的な
名誉・信用失墜のリスク など

既存の制度に関する相談等・回答

本部相談窓口
（研究倫理推進課）

連携

部局事務担当、利益相反アドバイザリー機関等

【リスク懸念が既存の制度に該当しない場合、
リスク懸念が不明な場合 など】

リスク懸念の相談等・回答

【既存制度を進める中で、リスク懸念
がある場合】
【既存の制度の手続き】

※産学協創推進本部等と協働

既存制度に関する相談先

【既存制度の手続きの例】
・海外機関との兼業
・海外から研究員等の受入
・海外機関との共同研究契約
・海外からの寄附申入
・海外への出張 など
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東京大学の研究インテグリティの確保に関する体制図③ 8

部局責任者（部局長）

研 究 者

研究インテグリティ総括会議

申告書のマネジメント

研究インテグリティ総括室

①関係情報の申告書提出

③部局長から提出のあった申告書の確認

②研究者
から提出   
のあった
申告書
の提出

④．（必要に応じ）
申告書内容の
確認要請

⑤（確認要請
への回答）
総括室へ
情報提供

【総括室： 申告書の確認】

１． 申告書から、研究者が連携する外国機関等をチェック。
２． １．について、国内外の輸出管理制度等の情報を活用。
必要に応じ、研究者へ連絡し確認を要請。
連絡し確認する内容は、主として情報及び技術の提供
状況を想定。

３． １．及び２．を経て、まとまった確認結果を、「総括会議」
へ報告し、部局責任者（部局長）へ通知。

４． ３．を踏まえ、必要に応じ、部局責任者は研究者へ対応
を要請。

④．（必要に応じ）
申告書内容の
確認要請

⑥確認結果の報告

⑦（必要に応じ）
研究者へ対応要請
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研究者からの申告 9

１．申告する研究者
（１）常勤の研究者

教授、准教授、講師、助教、助手、特任教員、特任研究員その他

（２）非常勤の研究者・・・・・本学で管理する研究費を有する研究者に限定

特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教、特任研究員その他

（３）雇用関係のない研究者・・・・・本学で管理する研究費を有する研究者に限定

① 名誉教授、特別栄誉教授、客員教授、客員准教授、グローバルフェロー等

② 共同研究員・受託研究員、私学研修員、JSPS特別研究員（DCを含む）・

外国人特別研究員等

③ 客員研究員等

２．研究者からの「申告書」の様式
研究者等は、自らの研究活動の透明性を確保し、説明責任を果たすため、研究インテ

グリティの確保に関する必要な情報を部局責任者（部局長）へ申告。
当面の間、申告する情報（※）は、相手先が外国機関（外資系企業等を含む）に限る。
※「１．研究者情報（職歴・研究経歴、兼業、外国の人材登用プログラム参加、称号等）」
「２．外部資金情報（補助金等、寄附金、共同研究等、受託研究等）」
「３－１．報酬情報（奨励金、賞金、贈答品等）」
「３－２．施設・設備等の提供情報（施設・設備、機器等の物品、役務）」
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啓発活動の実施 10

１．構成員へ
（１）説明会の開催
○ 令和5年6月 ：関係省庁からの研究インテグリティ関連制度の趣旨、東京大学

における制度と管理等について説明。

○ 令和5年7月 ：事務担当者向けに、研究インテグリティ関連制度の趣旨、東京

大学における制度と研究者からの申告方法・管理等について説明

（２）QAの提供
○ 令和5年7月 ：研究インテグリティ関連制度の趣旨、東京大学における制度

と管理等全般についてのQ&Aを学内に提供。

（３）その他QAの提供
○ 令和5年4月、6月、7月 ：研究インテグリティの確保に関する取組の徹底、情

報提供等についての通知等。

２．研究インテグリティ総括会議等の管理責任者等へ
（１）勉強会の開催

○ 令和5年10月 ：関係省庁との、研究インテグリティ関連制度の趣旨及びリス

クに関する勉強会の実施。
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○国立大学法人東京大学における研究インテグリティの確保に関する規則

令和5年3月23日 役員会議決 東大規則第97号
(目的)
第1条 この規則は、国立大学法人東京大学(以下「東京大学」という。)における研究活動の国際化、オープン化に伴う研究イン
テグリティを確保するために必要な事項を定め、国際的に信頼性のある研究環境を構築することを目的とする。

(定義)
第2条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
(1) 研究インテグリティ 研究者等における自らの研究活動に関する必要な情報の報告等による研究活動の透明性と説明責任
の確保及び東京大学における管理体制の整備その他の措置等を通じた研究の健全性及び公正性をいう。
(2) 部局 東京大学基本組織規則(平成16年4月1日東大規則第1号)(以下「基本組織規則」という。)第3章及び第4章に掲げる
組織のうち研究を実施する組織並びに附属病院をいう。
(3) 研究者等 東京大学の研究活動に従事する教職員及び東京大学の施設設備を利用して研究活動を行う者をいう。

(基本方針)
第3条 東京大学の研究インテグリティの確保に係る基本方針は、次のとおりとする。
(1) 研究インテグリティの確保を適正に行う体制を整備する。
(2) 研究インテグリティの確保に関わる者の責務及び責任と権限を明確化する。
(3) 研究インテグリティの確保に関する教育及び研修を実施する。

(管理責任体制)
第4条 東京大学の研究インテグリティの確保に係る最高管理責任者は、総長とする。
2 研究インテグリティの確保に係る業務を総括させるため、総括管理責任者を置き、最高管理責任者が指名する理事又は副学
長をもって充てる。
3 部局に、当該部局に係る研究インテグリティの確保に関し指揮させるため、部局責任者を置き、部局の長をもって充てる。

(参考) 11
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(研究インテグリティ総括会議)
第5条 東京大学に、研究インテグリティ総括会議(以下「総括会議」という。)を置く。
2 総括会議は、研究インテグリティの確保のため、次に掲げる事項に関する総括的な審議を行う。
(1) 研究インテグリティの確保にかかる学内規則の整備及び学内規則を含めた関連規則等の周知に関する事項
(2) 研究インテグリティの確保にかかる望ましくない事態の発生の防止に関する事項
(3) 研究インテグリティの確保にかかる望ましくない事態の把握及び解決に関する事項
(4) 研究インテグリティの確保にかかる調査に関する事項
(5) 研究インテグリティの確保にかかる部局や教職員等からの質問及び相談への対応及び必要な助言又は指導に関する事項
(6) 研究インテグリティの確保にかかる教育及び研修に関する事項
(7) その他研究インテグリティの確保の推進において必要な事項

3 総括会議は、総括管理責任者、理事及び総括管理責任者が指名する者をもって組織する。
4 総括会議に議長を置き、総括管理責任者をもって充てる。
5 総括管理責任者は、第2項の審議をふまえ、必要に応じて適切な措置について最高管理責任者に意見を述べるものとする。
6 前各項に定めるもののほか、総括会議の運営に関し必要な事項は、総括管理責任者が定める。

(研究インテグリティ総括室)
第6条 総括会議の下に、研究インテグリティ総括室(以下「総括室」という。)を置く。
2 総括室は、研究インテグリティの確保にかかる専門的な事項について調査及び審議するほか、総括会議の運営に関する企画
調整その他必要な事項を行うものとする。
3 部局における研究インテグリティの確保にかかる情報の把握及び確認等を通じ、効率的かつ適切な運営を支援する。
4 総括室は、総括管理責任者が指名する者をもって組織する。

(相談窓口の設置)
第7条 総括管理責任者は、東京大学における研究インテグリティの確保に関して、研究者及び部局からの相談に対応する窓口
を本部研究倫理推進課に置き、効率的かつ適切な運営を行う。
2 前項のほか、総括管理責任者は、必要に応じて複数の相談窓口を置くことができる。
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(研究者等の責務)
第8条 研究者等は、自らの研究活動の透明性を確保し、説明責任を果たすため、研究インテグリティの確保に関する必要な情
報について部局責任者に報告する。
2 前項の規定による報告に関し必要な事項は、総括管理責任者が定める。

(部局責任者の責務)
第9条 部局責任者は、次に掲げる管理業務を実施する。ただし研究活動の円滑な遂行を妨げないよう、柔軟な体制と運用に留
意する。
(1) 前条の報告を受けたときは、速やかに総括室に報告すること。
(2) 部局内の研究インテグリティの確保のための情報を確実に把握し、総括室と連携して研究活動の透明性を確保するととも
に、望ましくない事態の発生の防止に関する体制及び望ましくない事態の把握、改善又は発生を回避するための体制を構築す
ること。
(3) 部局内の研究インテグリティの確保に関する教育又は研修を実施すること。
(4) 部局内の研究インテグリティの確保に関する業務の実施において、望ましくない事態が生じた場合及び他の部局にまたが
る事態や全学的に取り組むべき事態が生じるなど当該部局内で対処できない場合は、当該事態に係る情報その他の研究インテ
グリティの確保に関する必要な情報を、総括管理責任者に報告すること。

2 総括管理責任者は、前項第1号から第3号の部局の管理業務を支援するとともに、同項第1号及び第4号の部局からの報告に対
処するものとする。
3 総括管理責任者は、必要に応じ部局責任者に対して、当該部局に所属する研究者等の研究インテグリティの確保にかかる情
報の提供を求めることができる。

(守秘義務)
第10条 第4条から第7条の規定により置かれる者又は組織の構成員及び研究インテグリティの確保に関する情報を扱う者は、
この規則に基づく手続きにより知り得た秘密を正当な理由無く漏らしてはならない。

(補則)
第11条 この規則に定めるもののほか、研究インテグリティの確保に関し必要な事項は、別に定める。
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2. 現場目線の研究インテグリティ対応
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“Research Integrity”と「研究インテグリティ」 15

Research  Integrity

研究 インテグリティ

経済安全保障の文脈で使用される場合は、
どのように理解したら良いのか??!

研究の誠実性・公正性
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米国アカデミアの懸念 ‘Foreign Influences on Research Integrity’ 16

Dear Col leagues Letter  August 20, 2018 

1. Diversion of IP in grant applications or produced by NIH-supported biomedical research to other entities, including 
other countries

2. Sharing of confidential information on grant applications by NIH peer reviewers with others, including foreign 
entities, or otherwise attempting to influence funding decisions

3. Failure by some researchers working at NIH-funded institutions in the U.S. to disclose substantial resources from 
other organizations, including foreign governments, which threatens to distort decisions about the appropriate use 
of NIH funds

National Institutes of Health

1. Improve accurate reporting of all sources of research support, financial interests, and relevant affiliations
2. Mitigate the risk to IP security while continuing NIH’s long tradition of collaborations with foreign scientists and 

institutions
3. Explore additional steps to protect the integrity of peer review 大学が関連情報を入手

↓
NIHへの即時報告+FBIへの連絡

が推奨されている

（出典）NIH Advisory Committee to the Director (ACD) 

ACD Working Group for Foreign Influences on Research Integrity  December 2018 Report 
https://acd.od.nih.gov/documents/presentations/12132018ForeignInfluences_report.pdf

日本の「研究インテグリティ」問題の議論の題材となった資料

利益相反を開示しないこと

査読時に秘匿すべき情報の漏洩

知的財産を海外の国や機関に横流しすること

第１回研究インテグリティについての意見交換会@東京 231018
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研究
計画

アイデア
研究費
申請

実施
結果
の解析

公表

選考委員から
成果・研究計画の情報流出

研究班のメンバーへの不適切な働きかけ

（報酬・欺罔・強圧・窃取）

による 研究データ・知的資産の流出

研究の誠実性・公正性, 責任ある研究行動の実践
捏造・改ざん・盗用の防止, 利益相反管理など

科学技術
が社会に
及ぼす
影響

RRI

研究セキュリティ・インテグリティ確保の方策

申請資料の情報漏洩 研究データ・知的資産の漏洩

研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスク第１回研究インテグリティについての
意見交換会@東京 231018
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第１回研究インテグリティに
ついての意見交換会@東京

231018

内閣府HP
チェックリスト雛
形：大学・研究機関
等向け
令和5年6月29日版
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(参考) 内閣府HP 研究者向け

チェックリスト雛形：研究者向け（令和3年12月17日版）

１．全般的な事項
２．外国の機関・大学等との連携・契約や、外国から

の報酬・物品の提供に係る手続 きに関する事項
３．外国の機関・大学等との連携・契約の相手方に関
する事項

チェックリスト雛形：大学・研究機関等向け
(前ページ続き)
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